
 

 

 

 

 

2023 年度 日本医科大学（後期） 
【 講 評 】 

大問構成は去年と同じであった。最後の大問 3は日本医科大学らしい特有の遺伝子発現の考察問題がであ

った。この大問 3にどれだけ時間を残せたかがカギである。全体としては，解きやすい問題も多かった。 

 

【 解 答 】  

 

［Ⅰ］ 

問1 ア－（く） イ－（う） ウ－（つ） エ－（あ） 

オ－（こ） カ－（す） キ－（お） ク－（そ） ケ－（た） 

問2 染色体が部分的に別の染色体に付着すること。 

問3 （1）－（う） （2）－（う） （3）－（い） 

（4）－（え） （5）－（い） （6）－（あ） 

問4 （1）（う） 

（2）4回 

問5 （1）食細胞：（あ）（い）（え） リンパ球：（お） 

（2）（え） 

問6 （あ）→（か）→（え）→（う）→（い）→（お） 

問7 Ⅰ群－（い） Ⅱ群－（d） 

問8 （1）（う）（か） 

（2）（か） 

問9 コ－（う） サ－（お） シ－（き） ス－（か） 

 

［Ⅱ］ 

問1 ア－（さ） イ－（こ） ウ－（え） エ－（い） オ－（か） 

問2 Ⅰ群－（う） Ⅱ群－（b） 

問3 （1）－（い） （2）－（え） 

問4 海水－（あ） 蒸留水－（う） 

問5 （い）（お） 

問6 （え）（か） 

 

 

 

 

 

解答速報 生物 



 

 

［Ⅲ］ 

問1 ガイド RNA1：Ⅰ群－（い） Ⅱ群－（a） 

ガイド RNA2：Ⅰ群－（う） Ⅱ群－（f） 

問2 調節タンパク質 A－（え） 調節タンパク質 C－（あ）（え） 

問3 実験 5より，遺伝子 Tを破壊すると肢が再生していることから，タンパク質 Tは肢の 

再生を抑制するはたらきがある。 

問4 Ⅰ群－（う） Ⅱ群－（c） 

問5 野生型のメスの配偶子から正常な遺伝子 Sが受け継がれたため，F1は遺伝子 Sによって 

遺伝子 Tの転写が抑制され，肢の再生が促進された。 

 

 

【 解 説 】 

 

［Ⅰ］ 

問 4  最節約法の問題である。最節約法とは，考えられる系統樹の中から塩基配列やアミノ酸配列に生じ

る突然変異の回数が最小となるものを選択する方法である。 

作成方法は，①考えられる系統樹をすべて書く。②各系統樹で，突然変異が生じる回数が最小になるよ

うに位置を決める。③各系統樹の中から，最も回数が少ないものを選ぶ。 

※入試問題によって，楽に求められる方法もある。 

今回の問題は，「種Ｘは種Ｐ～Ｒの共通の祖先と最も近縁であるもの」と書かれているので，(あ)(い)(う)

に絞ることができる。そこから，最も回数が最小になるように設定すると，(う)が選ばれ，4回とわか

る。 

問 7 チロキシンが過剰に分泌されているため，甲状腺刺激ホルモン（TSH）の血中濃度は健康な人に

比べて低い。また，治療はチロキシンの合成を抑制すればよい。 

 

［Ⅱ］ 

問 2 淡水にすむゾウリムシは，水が細胞外から細胞内に侵入するため，水を排出する機構をもつ収縮胞

を有する。また，塩化ニッケル溶液などを入れて濃度を変え，ゾウリムシの収縮胞を観察する考察問題

は頻出である。 

問 3 

(1)海水生のケアシガニ（無脊椎動物）とあるので，外液と体液の濃度が等しくなる。 

(2)「川と海を行き来する」とあるので，浸透圧の調節能力が高い。 

y=xのグラフに近いほど浸透圧の調節能力は低く，横軸に平行になるほど高い。 

  



 

 

［Ⅲ］ 

 問 1 ガイド RNA1は，エキソンの部分で挿入が生じるので，それ以降のすべてのアミノ酸配列が変化

する。そのため，タンパク質 Sの発現量は減少する。ガイド RNA2は，イントロン部分による変化であ

るため，スプライシングによって除去されるため，変わらない。 

問 2 【実験 2】と【実験 3】から判断する。まず【実験 2】から，調節タンパク質 Aは肢芽で結合して

いることがわかる。また【実験 3】から，遺伝子Ａを破壊すると肢芽で転写が促進されていることから，

遺伝子 Sの発現を抑制することがわかる。 

次に，調節タンパク質 Cは【実験 2】から肢芽で結合しており，【実験 3】から遺伝子 Cを破壊すると，

肢芽で転写が抑制されていることから，遺伝子 Sの発現を促進していることがわかる。 

問 4【実験 4】から，遺伝子 Sを破壊すると転写が促進されていることから，遺伝子 Sが遺伝子 Tの発

現を抑制されていることがわかる。また【実験 5】から遺伝子 Tが肢の再生を抑制していることがわか

る。 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


